
固定資産台帳の公表について

　本市では，公会計導入に伴い，資産の状況を明確化するとともに，公共施設の老朽化対策等に係る資産管理等
といった活用につなげるため,固定資産台帳を整備しました。
　また,市民の皆様との情報共有を図るとともに，民間事業者の方の提案や活用の促進を図るため,固定資産台帳
のデータを公表します。

令和２年度末時点の固定資産の状況（勘定科目別明細）

土地 859 7,016,344 0 7,016,344

立木竹 115 301,491 0 301,491

建物 809 17,784,809 12,781,044 5,003,765 71.86

工作物 268 2,321,773 1,276,623 1,045,150 54.98

その他

土地 8,570 4,482,877 0 4,482,877

建物 52 289,593 122,402 167,191 42.27

工作物 4,354 18,487,036 9,813,978 8,673,058 53.09

その他

ソフトウェア 2 14,872 11,897 2,975 80.00

その他

316 1,541,510 1,182,510 359,000 76.71

15,345 52,240,305 25,188,454 27,051,851

注記

・　特別会計，公営企業会計，各種基金の資産を含みません。

・　令和２年度末時点で未完成の資産（建設仮勘定）は含みません。

・　資産計上の主な基準は次のとおりです。

　　勘定科目「土地」には，取引費用に係る測量費用・造成費・補償費も対象となります。
　　勘定科目「建物」には，建物付属設備が含みます。ただし，公会計導入前に取得した設備は，建物自体に含む
　場合があります。
　　物品は５０万円以上（美術品は３００万円以上）のものが対象です。
　　リース資産は，契約期間が１年を超え，かつ，契約金額が５０万円以上のファイナンスリースが対象です。

・　個々の資産の明細については，別ファイル「令和２年度固定資産台帳一覧表」のとおりです。

固定資産
減価償却率
（％）

勘定科目
データ
件数

資産額
（千円）

減価償却累計額
（千円）

差引資産額
（千円）

有形固定資産
事業用資産

有形固定資産
インフラ資産

無形固定資産

物　品

合　計


